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表紙イラス ト

岩国市出身のイラス トレーターすずきえりな氏が、岩国の町を走る自動車図書館が本と人を繁ぐ

イメージで描いたものです。



は じ め に

本市は、「子どもの読書活動の推進に関する法律」(平成 13年法律第 154号 )

に基づき、平成 16年 3月 に「岩国市子どもの読書活動推進計画」(第一次)を策

定し、平成 22年 3月 に第二次、平成 27年 3月 に第二次、令和 2年 3月 に第四次

と5年ごとに策定し、子どもの読書環境整備のため、様々な取組を実施してきま

した。

この度、第四次計画の見直しを行うとともに、新たな取組について定めた「岩

国市子どもの読書活動推進計画 (第二次)」 を策定しました。

本市では、教育に関する基本的な計画及び教育等に関する総合的な施策の大綱

として位置付ける「岩国市教育基本計画 (2023年～2027年 )」 の基本目標として、

「志高く 豊かな心と 生き抜く力を育む」を掲げています。

読書は、その達成目標を支える重要な役割を果たすとともに、子どもたちの想

像力を育み、物事を深く捉えるための言葉と豊かな心を育て、生き抜いていくた

めの糧となります。また、自立した個人として必要な情報を収集し、判断する力

を培う基礎となるものです。

近年の様々な情報メディアの発達 。普及に伴い、子どもの生活環境は大きく変

化し、地域社会や家族のあり方も変わってきております。このような社会におい

ては、自らの責任で主体的に判断し生きていくことが求められています。

市としましては、家庭 。地域・学校 。図書館が連携・協力し、市内のすべての

子どもたちが本を身近に感じることができるよう、今後とも読書環境の整備に努

めてまいりますので、引き続き、皆様方の力強い御支援・御協力をよろしくお願

いいたします。         |
結びに、本計画の策定にあたりまして御協力をいただきました「岩国市子ども

の読書活動推進計画策定のための意見を聴く会」の委員の皆様をはじめ、貴重な

御意見をお寄せいただきました市民の皆様及び関係機関の皆様に厚く御礼申し上

げます。

令和 7年 3月

岩国市長 福 田 良 彦
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第 1章  計画策定の主旨

「すべての子 どもがあらゆる機会 とあ らゆる場所において 自主的に読書活動

を行 うことができるよう、積極的にそのための乗境の整備が推進 されなければな

らない」を基本理念に「子 どもの読書活動の推進に関する法律」(平成 13年法律

第 154号 )が 平成 13年 12月 に施行 されま した。 この法律に基づき国は、平成

14年 に 「子 どもの読書活動の推進に関す る基本的な計画」 (「 第一次基本計画」)

を策定 しま した。

平成 16年 3月 、本市では、同法第 9条第 2項 に基づき、「岩国市子 どもの読書

活動推進計画」を策定 し、平成 16年 度か らおおむね 5年 間様々な施策を実施 し

ま した。同年 10月 には 「山口県子 ども読書活動推進計画」が策定されま した。

平成 20年 3月 、国は、第一次基本計画における成果や課題 を踏まえ「子 ども

の読書活動の推進に関する基本的な計画」 (第 二次基本計画)を 策定 しま した。

平成 21年 3月 、県は、「山口県子 ども読書活動推進計画 (第 2次計画 )」 を策

定 し、平成 22年 3月 、本市も「岩国市子 どもの読書活動推進計画 (第 二次 )」 を

策定 しま した。

さらに、国は平成 25年 5月 第二次基本計画を、県は平成 26年 3月 第 3次計画

を、本市は平成 27年 3月 「岩国市子 どもの読書活動推進計画 (第 二次)」 を、ま

た第四次の計画を、国は平成 30年 4月 、県は平成 31年 3月 、市は令和 2年 3月

にそれぞれ策定 しま した。

同様に、国は令和 5年 3月 、県は令和 6年 3月 に、第二次の計画をそれぞれ策

定 しま した。

この度、本市においては 「岩国市総合計画」を上位計画に、「岩国市教育基本

計画」等に基づいて、令和 7年度か ら令和 11年度の 5年 間に実施する 「岩国市

子 どもの読書活動推進計画 (第 二次 )」 を策定する運び とな りま した。

本市では、これまで学校図書館の充実や、学校 。幼稚園・保育所等への団体貸

出の充実、ボランティアによるおはな し会の開催、関係各課が連携 して行 つてい

るブ ックスター ト事業等、様々な取組を行つていますが、年齢が上がるにつれて

読書離れになる傾 向が顕著であ り、またデジタル社会や多様な子 どもたちへの紺

応 も必要 となってお ります。

そこで、第四次計画期間における成果や課題、諸情勢の変化等を検証 し、アン

ケー ト実施により子 どもたちの意見を聴取 した上で、国や県の読書活動推進計画

を基本に新たな計画を策定 し、本市のすべての子 どもたちが、日常的に読書に親

しみ、読書を通 じて学び、読書を楽 しみなが ら成長す るように、行政・家庭 。地

域 。学校・図書館及び関係団体が連携・協力 し、読書活動の機会提供 と環境整備

に取 り組む計画 としたい と考えます。
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第 2章  計画の基本的な方針

本計画の実施期 間は、令和 7年度か ら令和 11年度 までの 5年 間 とします。 この計

画の対象 となる年齢 は、おおむね 18歳 以下です。

1 家庭、地域、学校、図書館、行政を通 じた社会全体での取組の推進

次の 4点 を考慮 し、家庭 、地域 、学校 、図書館 、行政 がそれぞれ担 うべ き役割

を果 た し相互 に連携・協力す るよ うに努 めます。

(1)不読率の低減 に向けた読書活動 の推進

乳幼児期 か ら発達段階に応 じて主体的に読書 に興味・ 関心 をもて る取組 を推進

(2)多様 な子 どもたちの読書機会 の確保

障害のあ る子 ども、 日本語 を母国語 としない子 ども等 、多様 な子 どもの可能性

を引き出す読書機会 の提供

(3)デ ジタル社会 に対応 した読書環境 の整備

図書館へ の継続 的なア クセス を可能 にす る電子図書館 サー ビスや イ ンターネ ッ

ト端末利用の促進

(4)子 どもの視点に立った読書活動 の推進

主体的な読書活動 を行 えるよ う子 どもの意見 を聴取 し、取組 に反映

2 子 どもの読書活動を支える環境の整備・充実

(1)図 書館サー ビス網や 自動車図書館サー ビスの整備・充実に努めます。

(2)子 どもの読書活動を支える人材の育成や資質の向上を図る研修の充実を図 り

ます。

3 子 どもの読書活動に関する普及啓発活動の推進

子 どもに とつて身近 な大人 を含 め社会全体 が読書活動 に理解 と関心 を持つ よ う、

その意義や重要性 について広 く普及・啓発 を図 るよ う努 めます。
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第 3章  第四次計画期間にお ける取組・ 成果

第 3章  第四次計画期間における取組・ 成果

家庭・地域における取組・成果

【生涯学習課 。こども家庭課・保育幼稚園課・中央図書館】

(1)家 庭 での読書活動の実践

。 「子育て学習会・
1」 で、童話作家 を講師にお話や本 に親 しむ ことの大切 さについ

て講演 を実施 しま した。

・ ブックスター ト事業
本2を

実施 しま した。ボランテ ィアによる読み聞かせ は、新型 コ

ロナ ウイル ス感染拡 大防止 のため中止 し、絵本 な どの配布 のみ を行 いま した。

(2)読書活動 に関す る情報提供 と理解の促進

・ 保 育所 等 にあ る絵本 の貸 出 しや 園だ よ りに よる年齢別 の人気絵 本 の紹介 を行 い

ま した。

・ 母子保健推進員の乳児訪 問の際、絵本 を含むふれ あい遊び啓発冊子 と絵本 を配布

しま した。

・ 親子 のた めの地域情報誌 「いわ くにっこ」を年 3回 発行 し、各種 の子 ども向けの

行事 をお知 らせす る中で、図書館 の行事や家庭 にお ける読書活動 の推進 について

啓発 を行 いま した。また、子育て支援セ ンターか らも読書活動 に関す る様 々な情

報 を発信 しま した。

。 「こ ども としょかんだ よ り」等の広報紙や 「夏休み に読んでみ ま しょ う」等のブ

ック リス トを作成 。提供 しま した。

指標  「いわ くにつ こ」 にお ける関連記事 の取扱数

年  度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度

目 標 8 8 8 8

実  績 5 6 6 6

(生涯学習課 )

指標  子育て支援セ ンター における毎月のおた よ りの発行 回数

年  度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度

目 標 12 12 12 12

実  績 12 12 12 12

(こ ども家庭課 。保 育幼稚園課 )

やl子
育て学習会 :主 に小学校就学前の保護者 を対象に行 う講演会。

42ブ
ックス ター ト事業 :ブ ックスター トとは、子 どもと保護者 に絵 本 をひ らく楽 しい体験 と一緒 に絵本 を手渡 し、

心触れ合 うひ とときを持 つきつかけをつ くる活動。

3-



第 3章  第四次計画期間 にお ける取組・成 果

131読 み聞かせ等の読書活動の充実

・ 朝や給食後、降園前等の時間を利用 して絵本 の読み聞かせ を実施 しま した。

・ 乳幼児学級や子育てのつ どい等のイベ ン トの場 を利用 し、母子保健推進員 な どが、

乳幼児 、保護者 を対象 に絵本 の読み聞かせ を実施 しま した。

校 区によつては、学校 での読書活動 に関係す るボ ランテ ィアや 、地域協育ネ ッ ト
■3の

地域学校協働活動推進員が小学校 で読み聞かせ を実施 しま した。

市内には、ボ ランテ ィアの運営による 2つ の地域文庫・ と 2つ の私設 文庫 (家庭

文庫 )*5が ぁ り、本 の貸 出 しやおはな し会・
6等 が行 われ ています。

指標  子育て支援セ ンターにおける絵本 の読み聞かせ 、おはな し会等 の活動

年  度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度

目標 回数 350 350 360 360

実施 回数 1.14 94 432 199

目標 人数 16,500 16,500 16,600 16,600

参加人数 5,376 2,829 10,116 7,948

(こ ども家庭課・保 育幼稚園課 )

141子育てサークル等の取組の促進

・ 各地域 の子育て支援セ ンターに来館 した親子 に読み開かせ を実施 した り、絵本の

コーナーで絵本の紹介 を した りしま した。

・ こ ども館・保健セ ンターヘ市図書館発行 のブ ック リス ト「子育て本」 を提供 しま

した。

■3地
域協育ネ ッ ト:子 どもたちの育ちや学びを地域 ぐるみ で見守 り、支援す るための中学校 区を一 ま とま り

とした仕組み です。
中4地域文庫 :児 童図書を備え付けて近隣の子どもたちに貸 し出す活動及び組織。
■5私

設文庫 (家庭文庫):一 般的には、個人が子どもたちのために家庭の一部を開放 して設置 した読書施設。
キ6ぉ

はな し会 :子 どもたちに本の楽 しさを伝えるために、絵本の読み聞かせや紙芝居、パネルシアター等を

行います。

-4-



第 3章  第四次計画期間にお ける取組・成果

2 幼稚園・保育所等における取組・成果  【保育幼稚園課 。学校教育課】

(1)幼稚園 B保育所等での おはな し会活動の充実

。 日々の活動 の中でお はな し会の時間 を確保 し、季節や行事 に合 わせ た絵本 を読む

ほか、保育士が個別 に読み あいキ1を
行 いま した。

。 年長児 には朝 の読書の時間を設 け、 自分 の読みたい絵本 を選 んで読んで も らいま

した。

・ 保 育士のお はな し会以外 に、ボ ランテ ィアや保護者 によるお はな し会 も実施 しま

した。

(21幼稚園教諭 田保育士の研修への積極 的な参加

・ 研修 会への参加や 、園内研修 を実施 しま した。

・ 技術 の向上 を図 るため、保育士へ絵本 の貸 出 しを行 いま した。

指 標  幼 稚 園 に お け る 研 修 回 数 (幼 稚 園関係 研修 P国 内研 修 等延 べ人数 )

年  度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度

目標 回数 22 22 23 23

実施 回数 21 25 13 14

目標 人数 140 140 150 150

参加 人数 107 217 100 1 0 1

(保 育幼稚園課・ 学校教育課 )

指 標  保 育 所 等 に お け る 研 修 回 数 (保 育 士会・ 自主研修・ 園 内研 修 等 延べ人数 )

年  度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度

目標 回数 40 41 41 42

実施 回数 24 12 9 17

目標 人数 200 210 210 220

参加 人数 217 52 88 102

(保 育幼稚園課 )

オ :

読み あい :一 方的 であるとい う概念が生 じやすい 「読み聞かせ Jに 対 し、話 し手 と聞 き手の交流や本 を通

-5-
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第 3章  第四次計画期間における取組・ 成果

131保護者 に向けた啓発活動の充実

・ 絵本 の貸 出 しを実施 した り、本読み ノー トを作成 した りす るな ど、家庭 での読書

活動 を推進 しま した。

・ 保護者 に向けての園だ よ りを活用 し、絵本 を紹介す るな ど、絵本 に対す る意識 を

高めるよ う努 めま した。

・ 発表会の出 し物 の題材 に絵本 を取 り入れ るな ど、親子で関心が持 て るよ う工夫 し

ま した。

指標  園だ よ り等 による情報提供 発行 回数 (園 だより・クラスだより・○○通信等)

年  度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度

目標数 (幼 稚園 ) 85 90 95 100

実施数 (幼 稚園 ) 120 114 98 84

目標数 (保 育所等 ) 110 115 120 125

実施数 (保 育所等 ) 147 102 70 103

(保 育幼稚園課・ 学校教育課 )

指標 保護者 向け啓発活動 実施回数 (OO歳の会・○○支援教室等)

(保 育幼稚園課 。学校教育課 )

※ 令和 5年度 幼稚園 21園 うち認定 こども園 15園  保 育所 32所

年  度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度

目標数 (幼 稚園 ) 45 50 55 60

実施数 (幼 稚園 ) 48 56 122 42

目標数 (保 育所等 ) 85 90 95 100

実施数 (保 育所等 ) 55 91 29 64
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第 3章  第 四次計画期間にお ける取組・ 成果

3 学校 にお け る取組・ 成果  【学校教育課 。中央図書館】

佃)読喜指導の充実

。 国語の教科書で扱 われている題材 に関連す る図書 を、学校図書館か ら探 し、授 業内

で紹介 した り、教室に展示 した りしま した。

・ 学校 司書・|に よるおはな し会 、ブ ック トー ク42、
集 団読書 な どを、教材 に関連 した

本 を中心 に実施 しま した。

・ 図書イベ ン トを行 つた り、読書の時間を設 けて全校読書 を した りしま した。

指標 学校 図書館 を活用 した授 業改善実施公 立小・ 中学校数

(学校教育課 )

(21学校 図書館蔵書の充実

。 学校 図書館 図書標 準
*3小

中学校の達成率は、令和 5年度 は 97.7%で 、令和 2年度の

84.7%か ら大きく改善 してきています。

・ 学校図書館以外にも、教室や廊下等に本や新聞を置いている学校があ りま した。

指標 学校 図書館 図書標準 を満 た した公 立小 。中学校数

年  度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度

目 標 41 42 43 44

実  績 39 40 42 43

(学校教育課 )

指標 学校 図書館 に新聞を整備 した公立小 。中学校数

(学校教育課 )

・ l学
校 司書 :司 書教諭 と連携・協力 して、本 の選択・収集・提供や子 どもの読書活動に対す る指導等 を行い、

子 どもの読善活動の活性化支援 を行 う、市が配 置す る非常勤職 員です。
■2プ

ンク ト~ク :一 つ のテーマにそ って、数 冊の本 を選んで順序 よ く組み立てて紹介 します。
ホ3学

校図書館図書標準 :各 学校 の学級数 に よって定め られ た学校 図書館 に整備すべ き蔵書の標 準冊数 です。
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年  度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度

目 標 30 35 40 42

実  績 40 40 42 42

年  度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度

目 標 30 32 35 38

実  績 21 20 22 17



第 3章  第四次計画期間にお ける取組・成 果

13)魅 力ある学校 図書館の運営

・ 学校 司書の配置について、小 中学校 30校 に 15名 配置 しま した。

・ 読書感想 文・感想 画の課題 図書や 、新着図書の コーナー をつ くり、児童か ら見や

す い場所 に設置 しま した。

・ 時期 によるおすす めの本 、教員のおすす め本 、寄贈本 コーナー を設置 しま した。

・ 学校 司書や図書委員会 の推薦 図書や、季節 、行事 に関す る図書の展示 を しま した。

指標 推薦 図書や話題 書 コーナー等 を設置 してい る公 立小・ 中学校数

年  度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度

目 標 46 45 45

実  績 45 43 44 43

(学 校教育課 )

14)市 図書館 、地域 との連携

。 地域の読み聞かせ ボ ランテ ィア、ボランテ ィア団体等 に よる読み聞かせ を実施 し

ま した。

お うちの方 と家庭 で本 を読む機会 を設 け るた めに 「家読 (う ち どく)半
1
」 の取組

を行 いま した。

子 どもがおすす めの本紹介カー ドを作成 し、保護者 と一緒 に読んで感想 を記入す

る取組 を実施 しま した。

ノー メデ ィアデーの取組 の一環 と して、家庭読書 を推進 しま した。

参観 日に保護者 に学校 図書館 を開放 しま した。

市内小学校・ 中学校・高校へ 「岩 国市図書館 サー ビスハ ン ドブ ック・5 」を作成・配

布 し、図書館 サー ビスの利用案 内を行 いま した。

学校へ 自由読書や調べ学習資料等 の団体貸 出、施設見学、体験学習の受 け入れ を

実施 しま した。

情報交換 のため、学校 司書研修会へ市図書館職員が出席 しま した。

指標  学校・ 地域が子 どもたちの 目指す姿 を共有 してい る公 立小 。中学校数

年  度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度

目 標 41 42 43 44

実  績 36 86 38 34

(学校教育課 )

・ 1家
読 (う ち どく):「 家庭 読書」の略語で、 「家族ふれ あい読書 Jを 意味 します。読書を通 して、家族の

コ ミュニケー シ ョンを図 ろ うとい う試み です。
*5岩

国市図書館サー ビスハ ン ドブ ック :幼 稚園・保 育所 、小学校 。中学校 。高校 との よ りよい連携 を 目指 し

て、市図書館の団体貸出や調べ学習への支援等 のサー ビスをま とめた冊子。 平成 16年 か ら開始。
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第 3章  第四次計画期間にお ける取組・ 成果

4 市 図書館 にお け る取組・ 成果  【中央図書館】

(1)職 員体 制 の充実

。 中央図書館 では、専任 の児童サー ビス担 当者 (職 員 2名 、会計年度任用職員 4名 )を
配置 しま した。 また、新入職員全員 に児童サー ビスに関す る研修 を行 つています。

(21資 料の充実 (※ 資料 とは、図書、紙芝居、コミック、雑誌、洋書を含む )

・ 調べ学習資料 を含 む児童書の充実、大型絵本の充実、新規購入や 、幼稚園、保 育

所 向けの長期貸出資料 の充実 に努 めま した。

・ 岩 国市電子図書館 の児童書 (電子書籍 )の 充実に努 めま した。

・ 児童書購入冊数 は、電子書籍 の購入 に充てた部分があるため、令和 4年度 以降は

目標値 に届 きませ んで した。

指標  児童書購入冊数

年  度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度

目 標 8,500 8,500 9,000 9,000

実  績 9,471 8,718 6,770 6,362

(中 央図書館 )

131児 童喜貸 出冊数の増加

新型 コロナ ウイル ス感 染症 に よる休館 の影響や 、子 どもの数 の減少 のた め、 日標

を達成 で きませ んで した。

指標 児童書貸 出冊数

年  度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度

目 標 429,000 429,000 430,000 430,000

実  績 364,422 402,016 404,130 387,109

(中 央図書館 )
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第 3章  第四次計画期間にお ける取組・成果

141団 体貸出制度の充実

幼稚園・保育所等への長期貸 出の実施や 、小学校・ 中学校・高校 。中央教 育支援

教室・lへ の調べ学習用資料 。自由読書用図書等 の貸 出 しを実施 しま した。

団体貸 出件数及び冊数 について、令和 5年度 を除 きおおむね 目標 に達 しま した。

令和 2年 度 は、休校 中の小学校へ の支援 のため、放課後児童教室へ長期貸 出 を実施

しま した。 (11教室、 1,180冊 )

指標  団体貸 出件数及 び冊数

(学 校・ 幼稚 園・ 保 育所等・ 放 課後児童教室 。読み 開かせ 団体・ 児童福祉 団体 )

年  度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度

目標 団体数 320 320 320 330

実 績 数 309 340 319 302

目標冊数 72,500 72,500 72,500 73,000

実績冊数 73,825 75,704 79,695 69,356

(中 央図書館 )

(5,子 どもと本を結ぷための活動

・ 中央図書館や各分館で定期的におはな し会を開催 しま した。

・ 館内に展示コーナーを設け、季節や話題の本を展示 し、子 どもたちに本 と出会 う

機会を提供す るよう努め、展示件数は毎年度 目標達成 しま した。

・ おはな し会等の活動について、コロナ禍で中止や人数制限を余儀なくされたため、

日標回数・人数に届きませんで した。

指標  子 どもと本 を結ぶための活動回数、参加 人数

年  度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度

目標 回数 260 260 260 270

実施 回数 104 179 186 201

目標 人数 3,600 3,600 3,600 3,700

参加 人数 768 1,269 1,413 1,984

(中 央図書館 )

指標 本の展示件数

(中 央図書館 )

教育支援教室 :児 童生徒に学ぶ場・ 心の居場所 を提供 して、一人ひ と りの実態 に応 じた相 談・ 指導・ 助言 を行

い、子 どもたちの学校復帰 を応援す る教室。 市内には中央教室 (横 山)、 西教室 (周 束 )、 南教室 (由 宇 )、 北分

室 (美 和 )が あ ります。

年  度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度

目 標 380 380 380 385

実  績 427 467 397 420
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第 3章  第四次計画期間 にお ける取組・成果

(6)子 どもの読書 に関す る講座 E研 修会 。連絡会の実施

・ お はな し会 ボ ランテ ィアの養成 とスキル ア ップのた めの講座 をそれ ぞれ定期的 に

開催 しま した。

(7)子 どもの読書活動 に関す る啓発活動

。 「英語でおはな し会」や 「夏休み こども司書体験講座」、「こども点字教室」等、小

学生 向けの講座 を毎年 開催 しま した。

・ 「こ どもの読書週間」や 「読書週間」に合 わせ て子 ども向けのイベ ン トを実施 しま

した。

181自 動車図書館の巡回

・ 幼稚 園 (1園 )・ 保育所等 (4園 )・ 刑ヽ学校 (26校 )を含む 48ス テー シ ョンヘの巡

回 を実施 し、貸 出冊数 は 目標 を達成 しま した。

指標 幼稚園・保育所等 。小学校への巡 回回数 、貸 出冊数

年  度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度

目標 回数 725 725 725 725

実施 回数 597 620 658 658

目標 冊数 61,000 61,000 62,000 62,000

実績 冊数 64,814 66,138 73,556 66,681

(中 央図書館 )

(9)乳 幼児へのサィ ビス

・ 乳幼児対象のおはな し会 を定期的に実施 しま した。

。 中央図書館 では、毎月第 2・ 第 4木曜 日の 10時か ら 12時 まで を 「乳幼児の 日・2」

と し、おはな し会や わ らべ うた等の乳幼児 向けの行事 を開催 しま した。

“

0ブ ックスター ト事業の実施

・ 関係各課 と連携 し、ブ ックスター ト事業を継続実施 しま した。

・ 岩国市保健センターの 1歳 6か月児健診会場において、乳幼児 と保護者一組一組

に、絵本・バ ッグ 。おすすめブックリス ト・子育て支援情報等を提供 しま した。

■2
乳幼児 の 日 :親 子連れで気軽 に利 用 できるよ う、平成 17年 10月 か ら中央図書館 において設 けています。現在は、

第 2・ 第 4木 曜 日の 10'00～ 12:00に 実施。 「ちい さい子のためのお はな し会」や 「わ らべ うた Jな どの乳幼児向 け
行事や 、他 の利 用者 に理解 を促す周 知 を行 つています。
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第 3章  第四次計画期間にお ける取組・成 果

“

0中高生へのサービス

中央図書館 ヤングアダル トコーナー*3に て新刊本の紹介掲示 を行いま した。

図書館 ホームペー ジ上、テ ィー ンのペー ジにて、中高生向けの図書館 サー ビス案 内

を実施 (新 刊案 内含む)し ま した。

職場体験学習の受入 を しま した。

教育セ ンターヘ団体貸 出を定期的 に実施 しま した。

高校生に よるおすす め本 の展示 コーナー を設置 しま した。

“

〕 障がいのある子 どもたちへのサー ビス

! 市内特別支援学級の施設見学 。おはな し会を実施 しま

した。

・ 布絵本・点字絵本の貸出 しや、ボランティアによる布

絵本の修理、新規製作を行いま した。

・ 児童 LLブ ック
*4コ _ナ ーを設置 しま した。

“

0外国語のサービス

・ 洋書絵本 の棚 を整備 し、外国語絵本 の充実に努 めま した。
本の工線 ホンスキー

(J□巾口●Bマスコットキヤ,クター )

“

0広 報活動 B情 報提供

。 「こども としょかんだ よ り」での図書 に関す る情報提供 の他、「新一年生 にすす め

る本その 6」 、「夏休み に読んでみま しょ う」、「おすす め絵本 1～ 3才 向け 2022

改訂版」のな どのブ ック リス トを作成 。配布 し、本 を展示 しま した。

・ 図書館 ホームペー ジの 「こどものペー ジ」「こどもの読書活動支援ペー ジ」「テ ィ

ー ンズのペー ジ」 に、図書館 サー ビスや行事の案 内、ブ ック リス ト、ヤ ングアダ

ル ト新刊案内を掲載 しま した。

・ 広報掲載件数 は 日標 に届かなかつたが、岩 国市図書館 マス コッ トキャラクター「ホ

ンスキー」 を活用 したイベ ン トな どを実施 しま した。

指標  図書館 についての掲載媒体件数

年  度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度

目 標 260 260 270 270

実  績 95 144 158 157

(中 央図書館 )

※同一媒体で も行事が逮 えば行事数 でカ ウン トし、同一行事で も媒体が違 えば媒体数 でカ ウン ト。

*3ャ
ングアダル トコーナー :主 に 10代 の読者 あるいは利用者 を、児童 と成人の中間に位 置 し独特の配慮 を要す る

利用者層 とし、 この年齢層 に向けた本 を集 めた特設 コーナー。

・41´ Lブ ック :知 的障害等がある子 どもで も読 めるよ う、や さ しくわか りやす く書かれ た本。
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第 3章  第 四次計画期間にお ける取組・成 果

5 連携 のた めの取組・ 成果  【各課】

佃)小学校 。中学校 日高校図書館部会 と学校教育課、市図書館 を変えた連絡会 E研

修等を実施 し、相互の情報交換 と技術向上を図 ります。

学校 図書館 部会主催 の研修会へ市図書館職員が参加 し、情報交換 を しま した。

学校教育課 主催 の学校 司書研修会 において、市図書館職員 が参加 しま した。 (令 和

4年度 イま言静自市)

(2,市 図書館は、学校に対し、図書館見学 日体験学習を受け入れ、廃棄図書の頒布、

総合的学習 口読書活動 E学校 図書館 で解決 困難 な レフ ア レ ンス・ 1 について支援 しま

す 。

岩 国市図書館 サー ビスハ ン ドブ ックを発行・配布 し、図書館 見学・体験学習の受

け入れ 、廃棄図書の頒布 、調べ学習資料の貸 出提供 を実施 しま した。

廃棄 図書 の頒布 は、従来の幼稚園・保 育所 。小学校・放課後児童教室 に加 え、障害

児通所支援事業所
42に

も実施 しま した

(3)ブ ックス ター ト事 業等 、発達段階 に応 した読書活動 につ いて、関係 各課 による情

報共有 と連携協 力のネ ッ トワーク を確立 します 。

関係 各課 が連携 し、ブ ックスター ト事業 を継続 実施 しま した。

141子 どもの読喜活動 に関わ る様 々な行事や、研修会等の共 同開催 を検討 します。

各課 の読書活動 に関す る取組 を紹介す る 「子 どもの読書活動推進 ウェブギャラ リ
エ」 を図書館 ホー ムペー ジに公開 しま した。

(5,子 どもの読書活動に関わるボランティアロ民間団体。書店8PTA等 との協働を図り、

協力体制を強化していきます。

市図書館発行 のブ ック リス トを市 内書店で配布 しま した。
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第 3章  第四次計画期間にお ける取組・ 成果

(6)子 どもの読書活動に関わ るすべての関係機 関 田関係 団体が読書活動の推進 を図 り、

情報 を共有す るためのネ ッ トワー クづ くりに取 り組み ます。

「母 子 モυい わ くに *3
(こ ども家庭課配信 )」

へおはな し会等のお知 らせ等 を掲載 し

ま した。

「いわ くにつ こ」ヘイベ ン トのお知 らせ等 のほか、毎号図書館 司書 のおすす め本

を掲載 しま した。

ブ ックスター ト事業運営協議会 を開催 しま した。 (令 和 2年度 、令和 3年度 は コロ

ナ禍 によ り中止 )

子 どもの読書活動推進計画検証会議 を開催 しま した。 (令 和 2年度 は コロナ禍 によ

り中止 )関係 各課 が集 ま り、計画の実施状況 について報告、検証 し、子 どもの読

書活動推進 に関す る情報交換 を行 いま した。

・ 1レ ファ レンス :資 料相談、参考調査、読書案内等。資料や情報 を求めている利用者 に対 して、図書館員 が当

該資料や回答 となる情報又は情報源 を提示又は提供す ること。 またそれ に関わ る業務 を レ7ァ レンスサ‐ ビ

ス といいます。
■2障

害児通所支援事業所 :児 童福祉法 に規定 され てい るもので 18歳未満 の障害児の居宅生活 を通所 に よ り支援

します。 岩国市内には、児童発達支援 、放課後等デイサー ビス、保育所等訪問支援 を行 う事業所があ ります。
■3母

子モ
"｀

わ くに :ス マー トフォンや タプ レッ ト端末、パ ノコンに対応 した子 育て支援 アプ リ。 市が配信す

る乳幼児健診や子育てイベ ン ト等の情報 を受 け取れ るほか、予防接種管理等の機能 もあ ります。
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第 4章  第五次計画の内容

第 4章  第五次計画の内容

1 岩 国市の現状 と課題 、 日標 と方策

佃}家庭 。地域における子どもの読書活動の推進

【生涯学習課 。こども家庭課・保育幼稚園課 。中央図書館】

子 どもの読書習慣 は 日常の生活 を通 じて形成 され るものであ り、読書が生活 の中

に位 置付 け られ継続 して行われ る必要があ ります。

まず 、保護者 が配慮 。率先 して子 どもの読書活動 の機会 を充実 させ る とともに、

読書活動 の習慣化 に積極的な役割 を果 た してい くことが肝要です。そのた めに、家

庭 においては、読み聞かせ を した り子 どもと一緒 に本 を読んだ り図書館 に出向いた

りす るな ど、子 どもが読書に親 しむ きつかけの工夫や読書への興味や 関心が高ま る

よ う、保護者 の読書活動 に対す る理解 の促進が重要です。 また、就寝前の絵 本の読

み聞かせや児童 。生徒 とともに保護者 も読書の時間を設 けること等、家庭 で読書活

動 を実践 してい くための啓発活動や情報提供 を行 います。

地域 においては、子育て支援拠 点である地域子育て支援セ ンターや 、住 民 に とつ

て身近な社会教育施設 である公 民館 等で、子 どもの読書活動 を進 めるための様 々な

事業が行 われ ています。 また、子育てサー クル、放課後子供教室、放課後児童教室

等子育て関係 団体や事業において も、子 どもの読書活動 を進 めるための環境 が整 え

られつつ あ り、引 き続 き、家庭や地域 の関係 団体等 との連携 によ り、子 どもの読書

活動が一層推進 され るよ う努 めます。

【 岩 国市の現状 と課題  】

家庭 での読書活動 の推進 のためには、幼児期か らの絵本の読み聞かせ等親子で読

書 を楽 しむ こ とが大変重要です。本市では、 1歳 6か 月児健診の機会 を利 用 してブ

ックスター ト事業 を行い、読書に親 しむ きつかけづ く りに取 り組 んでいます。

地域 において も、子育て支援セ ンターや公 民館等 の施設で、子 どもの読書活動 の

推進 に関す る事業 を行政や民間の関係 団体等で実施 しているほか、ボ ランテ ィアの

運営 による 2つ の地域文庫 と 2つ の私設 文庫 (家庭 文庫 )で 、本 の貸 出 しやお はな

し会等の地道 な活動が続 け られ ています。

幼い時期 か ら読書習慣 を身 に付 けるためには、保護者 に対 しての意識啓発 が重要

です。そのた め、こ ども家庭課 、保 育幼稚園課、荻育セ ンター、生涯学習課、中央

図書館等 、関係 部署 が連携 しなが ら保護者 に読み聞かせ の楽 しさや読書 の大切 さを

伝 える取組 が必要です。

さらに、行政 と地域 の関係 団体等が連携 し、様 々な場所で気軽 に子 どもの読書活

動 を進 めてい け るよ う、各地域 にお けるハー ド・ ソフ ト両面での環境整備や広報活

動の充実 を図 つてい く必要が あ りますも
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第 4章  第五次計画の内容

【 目 標 】

① 家庭における読書習慣の形成

② 地域における読書活動の推進

【 方 策 】

① 家庭での読書活動の実践           〔生涯学習課〕〔中央図書館〕

子 どもに読書活動の楽 しさや、読書にようてもた らされ る豊かな心を育む時

間を家庭で分かち合 うことを大切に します。ブックスター ト事業など様々な機

会を通 じ、保護者 自身が読書に親 しみヽその楽 しさを伝 えた り、家族が一緒に

本を読む時間をつ くつた りす るような呼びかけを行います。

また、子育て学習会を通 じて、保護者が子 どもの読書の喜び と必要性を感 じ、

読書習慣 を身につけることができるような啓発を行 うことによつて、家庭での

読書活′動を促 します。

ブックスター トパック プ ックス ター トでの読み聞かせ の様子

② 読書活動に関する情報提供 と理解の促進

〔こども家庭課〕〔保育幼稚園課〕〔生涯学習課〕〔中央図書館〕

保′護者に、読書の重要性 を認識 し、理解 を深めてもらうとともに、子 どもの

読書活動を推進 していくための情報提供を、「いわくにつこ」等、各種のお知 ら

せやインか―ネ ッ ト等Iを 通 じて行 うほか、地域子育て支援センター等子育てに

関係する機関と連携 して、読書活動の重要性を啓発 し、読書活動への理解 を促

します。

また、中央図書館で、毎月 2回 設けている 「乳幼児の 日」は、親子で気兼ね

なく利用できる機会であ り、この 日の周知について連携 して努めます。

指標  「いわ くにつ こ」にお ける関連記事の取扱数

ィ年 度 現状 (R5) R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 RH年 度

目 標 6 6 6 6 6 6

‐ 16-
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第 4革  第五次計画の内容

③ 読み聞かせ等の読書活動の充実

〔こども家庭課〕〔保 育幼稚園課〕〔生涯学習課〕

地域子育て支援セ ンターや公 民館等 の施設 において、学校等で活動 してい る民

間読書ボランテ ィア団体等 に よる読み聞かせ 、読み あいやおはな し会等 の活動 を

支援す ることによ り、地域 にお ける読書活動 を推進 していきます。また、子育て

中の親子等が よく利用す る施設等 に児童図書 を備 え付 け、あ らゆる機会 を利用 し

て読み聞かせ等がで きる環境整備 に努 めます。

指標  地域子育て支援センターにおける絵本の読み聞かせ、おはな し会等の活動

年   度 現状 (R5) R7年度 R8年度 R9年度 R10年 度 RH年度

目標 回数 199 350 350 360 360 370

参加 人数 7,948 16,500 lo,500 16,600 16,600 16,700

(こ ども家庭課・ 保育幼稚園課 )

④ 子育てサークル等の取組の促進

〔保 育幼稚園課〕〔生涯学習課〕〔中央図書館〕

関係機 関が連携 して、ブ ック リス トや イベ ン ト情報等 の提供や啓発活動 を通 じ、

子育 て関係 サー クル 、放課後子供教室、放課後児童教室で、お はな し会等の読

書活動が推進 され るよ う促 します。

おはな し会
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第 4章  第五次計画の内容

(2)幼 稚園・保育所等における子 どもの読書活動の推進

【保育幼稚園課 。学校教育課】

幼稚園教育要領 (平成 29年 文都科学省告示第 62号 )や保 育所保育指針 (平成 29

年厚生労働省告示第 117号 )で は、「絵本や物語 な どに親 しみ、興味 をもつて聞 き、

想像 をす る楽 しさを味わ う。」 とい う内容 が示 されています。

また、子 どもの読書習慣 の形成 には、乳幼児期 にお ける絵本や物語 に親 しむ活動 の

充実 と、そのための環境整備 が非常に重要です。

幼稚園教諭 。保育士及び友達 との コ ミュニケー シ ョンや遊びの中で、本 と出会 う機

会 を作 ることに よつて、本への興味 を引き出す ことがで きます。特 に保 育の場 では仲

間 とともにおはな しの世界 を楽 しむ体験 には、家庭 での一対―の読みあい とは異 なる

価値 があ り、子 どもの心の成長 に とつて貴重 な ものです。

そ こで、幼稚 園・保育所等 においては、未就 園児 も対象 に入れ、乳幼児期か ら本 と

触れ合 うきつか けづ くり等の取組 の充実 を図 ります。

【 岩国市の現状 と課題 】

昨今の電子機器の普及により、家庭では乳幼児でも容易に電子機器を扱 える環

境が身近にある中で、幼稚園・保育所等では乳幼児期における絵本の読み語 りの

重要性が十分認識 され、日常的に絵本や紙芝居等のおはな し会が行われています。

また、園か らの絵本の紹介等読書に対する関心を高めてもらうために、保護者

に向けての啓発 も行つていますが、まだ十分には絵本に対す る重要性や楽 しさを

知 らせることはで きていません。保護者の絵本に対す る意識や知識を高め、一緒

に読書を楽 しむことの重要性を知 らせ る手段を検討す る必要があ ります。

日常の園での生活、行事や遊びの中に絵本を取 り入れ る工夫を し<本 の面 白さ、

楽 しさを実感できるような環境を整 えていく取組が大切です。そのために、幼稚

園教諭・保育士が研修等に参加 して技能を高めるような取組を してい く必要があ

ります。

【 目 標 】

① 幼稚園・保育所等での本とふれあうきつかけづくり

② 幼稚園教諭・保育士の積極的な研修への参加

③ 読書の重要性について家庭への理解の促進

【 方 策 】

① 幼稚園 日保育所等でのおはな し会活動の充実 〔保育幼稚園課〕〔学校教育課〕

日々のおはな し会を通 じて、子 どもが読書の楽 しさと出会 うきつかけづ くり

を促進 します。発達段階や障がいのある子 どもの状況に応 じた図書の充実を図

るとともに、子 どもたちが落ち着いて本に触れることができるよ うなスペース

が確保できるよ う促 します。
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第 4章  第二次計画の内容

② 幼稚国教諭 E保育士の研修への積極的な参加

〔保育幼稚園課〕〔学校教育課〕

職員研修の場へ積極的な参加に努めます。

指標  幼稚園にお ける研修回数 (幼 稚園関係研修・国内研修等延べ人数)

年  度 現状 (R5) R7年度 R8年度 R9年度 R10年 度 RH年度

目 標 数 14 22 22 23 23 24

参加 人数 101 140 140 150 150 160

(保 育幼稚園課・学校教育課 )

指 標  保 育 所 等 に お け る 研 修 回 数 (保 育 士会・ 白主研修・ 園 内研 修 等延 べ人数 )

年  度 現状 (R5) R7年度 R8年度 R9年度 R10年 度 R■ 年度

目 標 数 17 40 41 41 42 42

参加 人数 102 200 210 210 220 230

(保 育幼稚園課 )

③ 保護者に向けた啓発活動の充実  〔保育幼稚園課〕〔学校教育課〕

乳幼児期か ら絵本や物語に親 しむ ことの大切 さを理解 し、関心を高めるため、

絵本の紹介・絵本の貸出 し 。おはな し会の開催 。子育て支援教室の開催 。参観

日・園だよりを通 じて情報提供を行 うな ど、家庭における読み聞かせの実践に

役立つよ うな保護者向けの啓発活動 を進めます。

指標 園だ よ り等 に よる情報提供 発行 回数 (園 だより。クラスだより・OO通信等)

年 度 現状 (R5) R7年 度 R8年 度 R9年 度 R10年 度 RH年 度

目標数 (幼 稚園 ) 84 85 90 95 100 105

目標数 (保 育所等 ) 103 110 115 120 125 130

(保 育幼稚園課 。学校教育課 )

指標 保護者 向け啓発活動 実施 回数 (oo歳 の会・〇〇支援教室等)

(保 育幼稚園課 。学校教育課 )

※令和 5年度  幼稚 園 21園 うち認定 こども園
中15園  保 育所 32所

認定 こ ども園 :保 育所及 び幼稚園 にお ける小学校就学前の子 どもに対す る保育及び教 育並びに保護者 に対す る子

育て支援の総合的な提供を行 う施設で、都道府県知事が条例に基づき認定 します。親が働いている 。いないにかか

わ らず利用できる施設です。

年 度 現状 (R5) R7年 度 R8年 度 R9年 度 R10年 度 RH年 度

目標数 (幼 稚 園 ) 42 45 50 55 60 65

目標 数 (保 育所等 ) 64 85 90 95 100 105
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第 4章  第五次計画の内容

13)学 校 にお ける子 どもの読書活動 の推進 【学校教育課。中央図書館】

子 どもが生涯 にわたつて読書に親 しみ、読書 を親 しむ習慣 を形成 してい く上で、

学校 はかけが えのない大 きな役割 を担 つています。

「学校教育法」 (昭 和 22年 法律第 26号 )に おいては、義務教育 として行 われ る普

通教育の一つ と して 「読書に親 しませ 、生活 に必要 な国語 を正 しく理解 し、使用す

る基礎 的な能力 を養 うこと」(第 21条 第 5号 )が 規定 され ています。また、小学校 、

中学校、高校及 び特別支援学校の学習指導要領 において も、言語活動 を充実す るこ

とや 、学校 図書館 を計画的に利用 しその機能 の活用 を図 り、児童生徒 の 自主的、 自

発的な読書活動 を充実す る とともに、地域の図書館等の活用 を積極的に図 り、資料

を活用 した情報 の収集活用等 の学習活動 を充実す ることとされ ています。

県においては、「山 口県子 ども読書活動推進計画 (第 5次 計画 )」 で、子 どもの 自

主的な読書活動 を推進す るためには、家庭、地域 、学校等が連携 した社会総がか り

による取組が重要 とされ てお り、教育委員会 のみ な らず福祉部局等が連携す るこ と

に加 え、学校 、図書館 、民間団体、民間企業等、関係者 の連携 、協力 によって横 断

的な取組 が行 われ るよ うな体制整備 を図 ることが求 め られ ます。

特 に、デ ジタル社会 に対応 した読書環境や 多様 な子 どもの読書活動 を推進す るた

め、学校 図書館 間、図書館 間のみ な らず 、学校 図書館・ 市図書館 間の連携・ 協力体

制 を強化す ることが極 めて重要 とな ります。例 えば、岩 国市電子図書館 の IDや パ ス

ワー ドを一括発行 して、各学校 の学習活動 のほか、長期休 業期 間中の児童生徒や感

染症や 災害発 生な どの非常時に登校 で きない児童生徒 の 自宅学習 な どを効果的 に行

えるよ うにす る取組等 を積極的に推進 していきます。

配
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岩国市電子図書館の活用を促すちらし (令 和 5年 度 )
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第 4章  第五次計画の内容

【岩 国市の現状 と課題  】

子 どもの よ りよい読書習慣づ くりのために、小・ 中学校 においては、全校 、学

年 、学級等 において、一斉での読書時間 を設 けた り、各教科等の学習 において、

学校 図書館 の資料等 を活用 した調 べ学習 を取 り入れ た りす るな ど、学校の教育活

動全体 を通 して、子 どもが本や 図書館 に親 しむ機会 を増やす取組 を進 めて きま し

た。 また、学校 図書館への新聞の整備 について も公 々に広が って きてお り、 よ り

幅広 い資料活用が可能 になってきま した。

特別支援 学級 にお ける読書指導 について も、児童生徒 の実態 に応 じた選書や 、

読み聞かせ 、読書 指導が行 われています。

小 。中学校教職員の研修組織 である岩 国市・和木町教育研 究会の学校図書館 部

会 において も、読書感想文 。感想画 コンクール の開催等 の活動 を通 して、読書活

動 の啓発 に努 めています。

この よ うな、諸活動 を通 して、主体的に読書 に取 り組 み、 よ りよい読書習慣 の

形成 を図 るた めの読書指導 に努 めてい る ところです が、子 どもたちの不読率 の割

合 は年齢 を重ね るにつれ て顕著 となつてお ります。

Qあ なたは 1週 間の うち、 どの くらい本 を読みます か ?(朝読、授業で読む本はのでく)

<小学生>

1.2年

3,4年

人

■刊 ほぼ毎日読む  ■23～ 5日 読む

日4.ほとんど読まない■5。 その他

日3刊 ～2日 読む

■6無回答

1.2年 3.4年 5,6年
1.ほぼ毎日読む 309 250 282

2,3～ 5日 読む 230 207 239

3.1～ 2日 読む 234 298 361

4.ほとんど読まない 335 357 594

5。 その他 8 21 19

6。 無回答 1 0 0

1,117 11133 11495

囲 囲 囲 HOM

國羽 剛 廟

団 畷 翔 廻5,6年
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中学生計 高校生計

1.ほぼ毎日読む 336 97

2.3～ 5日 読む 319 79

1703.1～ 2日読む 404

1〕048 5594.ほとんど読まない

5。 その他 22 6

2:129 911

第 4章  第五次計画の内容

<中高生> 人 )

※「その他」の内訳

全く読まない、読みたい本があつた

ときに読む、1か月に生回説むかどう

か など

中学生

高校生

■¬ ほぼ毎日読む  ■23～ 5日 読む

■4ほとんど読まない日5その他

■3刊 ～2日 読む

令和 6年 9月 上旬か ら中旬 に、市内の小学生、中高生の読書習慣 を調査 した と

ころ、「ほぼ毎 日読む」の割合が、小学生低学年 では 28%と 約 4人 に 1人 で したが、

中学生では 16%と 約 6人 に 1人 とな り、高校生では 11%と 約 10人 に 1人 と大幅

に減少 しています。一方で、「ほ とん ど読 まない」の割合 は、小学生低学年 では 30%

と約 3人 に 1人 で したが、中学生では 49%と 約 2人 に 1人 とな り、高校生では 61%

と過 半数 を超 えるよ うになつています。

この よ うに、子 どもたちの不読率の低減 に向けての取組 が急務 となつてい る現

状 において、子 どもの視点に立った読書活動 の推進が求 め られています。

そ こで、小学生、中高生の図書入手経路や読書傾 向を調査 しく分析 した ところ、

小学生では 「家や教室にある本 を読む」が過 半数 を占め、次いで 「学校 の図書室

に行 く」が約 4人 に :1人 となつてお ります。 つま り 70%以上 の小学生が、家庭 と

学校 で読む本 を手に してお り、身近 に本 のある環境 を整備す る重要性 が明 らかで

す。

特 に学校 図書館 の図書整備 に努 めてい くことが必要 と考 え られ ます。学校 図書

館 は、学校 において欠 くことので きない基礎 的な設備 です が、子 どもたちの 自由

な読書活動や読書指導の場である 「読書セ ンター」 としての機能 は元 よ り、「学習

セ ンター」や 「情報セ ンター」の 3つ の機能 を強化す るために、今後 も魅力 ある

学校 図書館づ く りの一層 の推進 を図 る必要があ ります。そのためには、司書教諭
*l

の発令 を促進す るともに、研修機会 を充実 させ、質的 な向上 を図 つてい くこ とも

重要にな ります。

・1司 書教諭 :学 校図書館法に規定 され た、司書教諭の資格 を持つ教諭 です。校 内において、学校図書館 の

機 能 を教育課程 に位 置付 ける中核的役割 を担います。

団 岡 ,瞬И 翻 ロ

- 22 -



1.2年 3.4年 5.6年
1.家や教室にある本を読む 689 589 763

2.学校の図書室に行く 157 295 348

3.近くの図書館に行く 130 127 128

4.友だちにかりる 31 9 13

5.買う、買つてもらう 65 29 80

6.スマホやタブレットで読む 75 54 161

7.その他 12 34 37

8.無回答 3 0 0

1:162 1,137 1,530

第 4章  第五次計画の内容

Q本 を読みたい とき、 どの よ うに入手す ることが多いです か ?

<小学生>※複数回答あり 人 )

1.2年

3,4年

5,6年

田1 家や教室にある本を読む ■2学校の図書室に行く

■4友だちにかりる     ■5買う、買つてもらう

日7その他        ■8無 回答  ′

■3.近くの図書館に行く

■6スマホやタブレットで読む

<中高生>

中学生

高校生

(人 )

■1家や教室にある本を読む ■2学校の図書室に行く

日4友 だちにかりる     口5買う、買つてもらう

■7その他

|「その他Jの内訳

1読まない、読みたいと思わない
ど

■3近くの図書館に行く

■6スマホやタブレットで読む

朗 囲

囲 剛 中

剛囲

中学生計 高校生計

1.家や教室にある本を読む 616 152

2.学校の図書室に行く 213 75

3.近くの図書館に行く 187 63

4.友だちにかりる 36 18

5.買う、買ってもらう 770 398

6.スマホやタブレットで読む 273 201

7.その他 34 4

2,129 911

廟 BM中 中

霞熟 胞 翔中
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Q読書の傾 向を教 えて くだ さい。

く小学生> 人

1.2年

3,14年

5,6年

■1.紙の本を読むことが多い。 ■2.スマホやタブレットで読むことが多い。 ■3.無回答

<中高生>

中学生

高校生

田1.紙の本を読む方が多い  口2,スマホやタブレットで読む方が多い

中学生になると、「家や教室にある本を読む」が 29%、 「学校の図書室に行 く」

が 10%と 減少 し、高校生では 「家や教室にある本 を読む」が 17%、 「学校の図書

室に行 く」が 8%と な ります。それ 1こ 姑 して増加 しているのは、「買 う、買つても

らう」 と「スマホや タブ レッ トで読む」の割合です。「買 う、買つてもらう」が中

学生では 36%、 高校生では 44%、 ,「 スマホやタブ レッ トで読む」が中学生では 13%、

高校生では 22%に な ります。

1.2年 3.4年 5,6年

1.紙の本を読む方が多い 1:108 979 1,219

2772.スマホやタブレットで読む方が多い 2 154

7 0 03.無回答
1,117 1,133 1,495

囲

囲囲

囲 囲

高校生計中学生計

1:648 5961.紙の本を読む方が多い

2.スマホやタブレットで読む方が多い 481 315

2:129 911

朋囲

囲朗
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このスマホや タブ レッ トで読書 をす る傾 向は、年齢 とともに増加 し、小学1生 低

学年 では 99%が 「紙 の本 を読む方が多い」 との回答ですが、中学生になる と 23%
が 「スマホや タブ レッ トで読む方が多い」 とな り、高校生になる と 35%に まで増

加 し、約 3人 に 1人 が紙媒体 よ り電子媒体 で読む方が多 くなつてい るのが実態で

す。

こ うした結果 か ら、中学生以降では、読みたい本 を買つて読む とい う主体的な

行動が顕著 になうて きてお り、読書傾 向においては 「自ら選ぶ こと」 に重 きが置

かれ 、かつ電子媒体 の手軽 さを好む とい う中高生の姿が鮮 明 となつています。 中

高生の不読率の低減 に向けては、身近に本 のある環境 を整備す るだけでは十分で

はな く、主体的な読み手のニー ズを的確 に把握 して応 じてい くことや 、電子書籍

を充実 させ てい くこ とな どを重点的 に行 つてい く必要があ ります。

【 目 標 】

① 読書活動・学習活動の充実

② 学校図書館蔵書の充実

③ 魅力ある学校図書館の運営

④ 市図書館、地域との連携

【 方 策 】

① 読書活動の充実  〔学校教育課〕

学校図書館 を計画的に利用 し、その機能の活用を図 り、子 どもたちの主体的 。

対話的で深い学びの実現に向けた授業改善を進めます。

自主的、 自発 的な学習活動の充実

指標 学校 図書館 を活用 した授業改善実施公 立小 。中学校数

(学校教育課 )

② 学校図書館蔵書の充実  〔学校教育課〕

児童生徒 自らの学びを進める場 として、また、学習情報センター として、学校

図書館の機能を十分発揮することができるよ う、図書の整備 を図 ります。

学校薗書館蔵書の充実

指標 学校図書館図書標準を満た した公立小・ 中学校数

年  度 現状 (R5) R7年度 R8年度 R9年度 R10年 度 Rll年 度

目 標 42 42 42 42 42 42

年  度 現状 (R5) R7年度 R8年度 R9年度 R10年 度 RH年 度

目 標 43 42 42 42 42 42

- 25 -
(学 校教育課 )
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③ 魅力ある学校図書館の運営  〔学校教育課〕

子 どもたちが思わず立ち寄 りたい、利用 したいと思える学校図書館の運営を目

指 します。

児童生徒の興味関心 を高める学校図書館 の運営

指標  ニーズの把握や話題書 コーナーの設置等に努 めてい る公 立小 。中学校数

年 二度 現状 (R5) R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R■ 年度

目 標 43 42 42 42 42 42

(学校教育課 )

④ 市図書館、地域 との連携  〔学校教育課〕〔中央図書館〕

「岩国市図書館サー ビスハン ドブ ック」等の活用促進 を通 して、学校 と市図

書館 との緊密な連携 を図 ります。また、市図書館の発行す る一括 ID。 パスフエ

ドを活用 し、学校における電子図書館の利用促進を図 ります。

市図書館 との緊密 な連携

指標  「電子図書館学校連携」 ID・ パス ワー ドを活用 している公立小・ 中学校数

(学校教育課・ 中央図書館 )

※令和 5年 度

※令和 7年度

公立小 。中学校数

公 立小・ 中学校数

小学校 30校 、中学校 14校 、計 44校

小学校 28校 、中学校 14校 、計 42校 (予 定 )

年  度 現状 (R5) R7年度 R8年度 R9年度 R10年 度 RH年度

目 標 7 10 12 15 18 20

- 26 -



第 4章  第五次計画の内容

(41市 図書館 にお け る子 どもの読書活 動 の推進 【中央図書館】

図書館 は、子 どもが 自由に読書 をす ることを保 障 し、地域 にお ける子 どもの読書

活動推進 の中核 的 な役割 を担 っています。 図書館 では、市 内すべての子 どもが、読

みたい本 を手 に取 ることができるよ う、 7図 書館 1分室 と自動車図書館 3台 、 2箇

所 のサー ビスポイ ン ト (本館 、分室 、移動図書館以外で、地域 の住民が等 しくサー

ビスを受 けることがで きるよ うに設置 され た場所 )で 、市 内全域サー ビスを行 つて

います。市内を巡 回す る従来の 2台 の大型 自動車図書館 に、令和 6年度、軽 トラ ッ

クサイズの小型 自動車図書館 が加 わ りま した。

子 どもの豊 かな読書体験や 、継続 的 に読書 に親 しむ機会 を提供す るため、施設整

備や 図書資料 の充実 を図 り、本選びや調べ物 をサ ポー トす る児童サー ビスのた めの

専門的職員 (司 書)を 配置 し、読書推進 のための催 しや広報等 を行います。

また、子 どもの読書習慣形成 に重要 な役割 を担 う保護者 のために、子 ども と一緒

に、あ るいは、 自分 自身 で、読書 を楽 しむ きつかけづ く りに努 めます。 さらに、学

校・幼稚園・保 育所等 、読書活動 に関わ るボ ランテ ィア、関係機 関等 と連携 を深 め、

地域 の読書活動 の推進 に努 めます。

【岩 国市の現状 と課題 】

第 四次計画期 間は、コロナ禍 に始 ま り、貸 出 し、行事等 のサー ビス縮小 を余儀 な

くされ 、子 どもた ちへ の読書活動 の推進 が停滞す る事態 に直面 しま した。その 中で

も、感 染拡大防止 の対策 を しなが ら〔お はな し会 の実施 、各種講演会・講座 の開催 、

ブ ック リス トの作成配布等 によ り、子 どもたちに読書の楽 しさ、大切 さを伝 えるよ

う努 めま した。

平成 23.年 7月 に開始 したブ ックスター ト事業は、ボ ランテ ィア・ スタ ッフが二

組 一組 の親 子に読み聞かせ を していま したが、コロナ禍 で絵本等の配布のみ とな り

ま した。現在 は、読み聞かせ の再開 を 目指 して調整 を進 めてい る ところです。今後

はその環境整備 とボ ランテ ィアの養成 が不可欠です。

また、図書館が行 つてい る各種 サー ビスは、「岩 国市図書館 サー ビスハ ン ドブ ッ

ク」に集約 しています。このハ ン ドブ ックは、「幼稚園・保 育所用」「ノJヽ 学校用」「中

学校 用」「高校用」 の 4種類作成 してお り、幼稚園・ 保 育所等へ の絵本の長期貸 出

や学校へ の団体貸 出 を中心に、図書館 の積極 的利用 を促 しています。

図書館 では、令和 3年 10月 に電子 図書館 を開設 しま した。令和 5年 4月 か らは

全市小・ 中学校 での活用 を支援す るため、学年 、学級 、学校 単位 での一括 ID。 ノく

ス ワー ドを付与す る取組 を行 い、利用増加 に努 めています。

しか しなが ら、市 内の小学生、 中高生 の認知度 を調査 した ところ、「岩 国市電子

図書館 を知 らない」の割合が、小学生で約 50%、 中高生で約 60%と な り、半数近

くに認知 され ていない ことが明 らか となつています。一方、電子図書館 を利用 した

こ とが 「ある」 と答 えた割合 は、小学生高学年 で 33%と な り、約 3人 に 1人 が利

用 した ことが ある結果 となっています が、中学生では 13%と 激減 し、高校 生では

「あ る」 とい う回答者 はわず か 4%と なっています。
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Q「岩 国市電子図書館」 を利用 した ことがあ ります か ?

く小学生>

1.2年

3,4年

516年

日1,ある 日2ない 日3「岩国市電子図書館」を知らない 日4.無回答

く中高生>

中学生

高校生

■1,ある 日2.ない 田3「岩国市電子図書館」を知らない

前述 した よ うに、スマホや タブ レッ トで読書 をす る傾 向は、年齢 とともに増加 し、

小学生低学年 では 99%が 「紙 の本 を読む方が多い」 との回答 です が、中学生 にな

ると 23%が 「スマホや タブ レッ トで読む方が多い」 とな り、高校 生になる と 35%

にまで増加 し、約 3人 に 1人 が紙媒体 よ り電子媒体で読む方が多 くなつてい るのが

実態です。中高生が電子媒体の手軽 さを好む傾 向にあるのに もかかわ らず 、電子図
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3.4年 5,6年1.2年
216 304 4961.ある

2.ない 376 236 311

523 593 6883.「 岩国市電子図書館」警 円らない

4.無回答 2 0 0

1:133 1,4951,117

囲 凹囲

廟剛 朗

羽HИ 脚

高校生計中学生計

401.ある 268

575 3302.ない
3.「 岩国市電子図書館」を失日らない 1,286 541

2,129 911

団 朋 醐

団 剛 隅 И
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書館 が利用 され ない原因の一つ には、調査結果が示す よ うに、認知度が足 りていな

い ことが挙げ られ ます。今後、電子図書館 の認知度 を上 げてい くよ うな取組みが求

め られ ます。

それ以外 に も、中学生以降では、読みたい本 を買つて読む とい う主体的 な行動 が

顕著 になることか ら、電子図書館 に限 らず 、利用者 を増や してい くためには、読み

手のニー ズを的確 に把握 して応 じてい くことが重要です。

Qど の よ うなジャンル の図書に興味 。関心が高いです か ?

雑  誌 中学生 フアッション スポーツ コスメ アニメ

回答者数 378 216 132 76 (人 )

他 :ゲーム、漫画、音楽、芸能 (アイドルなど)、 小説 など

高校生 スポーツ フアッション コスメ

回答者数 193 144 75 (人 )

他 :ア ニメ、ゲーム、漫画、音楽、芸能 (ア イドルなど)、 小説 など

コミック

(人 )

他:アニメ、ファンタジT、 ギャグ、コメディ など

(人 )

他 :ギャグロコメディ、ファンタジーなど

図  書 中学生
'lヽ

説(推理・恋愛・ミステリーなど) 音 楽 スポーッ

回答者数 624 289 39 (人 )

他 :資格、ホラー、マンガ など

高校生 小説 (推理・恋愛・ミステリーなど) 音楽 資 格

回答者数 398 64 23 (人 )

他 :スポーツ、旅行 など

結果 か ら見 る と、ファッシ ョン雑誌や スポー ツ雑誌 、恋愛 コ ミックや歴 史 コ ミッ

ク、推理小説や恋愛小説 な どを中心 に、興味 。関心が広 が っています。 さらに 自由

記入欄 には、もつ と読みたい本 を図書館 に増や してほ しい とい う声が多 く寄せ られ、

「日頃本 を読 まないが、このア ンケー トで もつ と本 を読 んでいろんな知識 、想像 力、

発想 力 を伸 ば していきたい と思 つた。また、この よ うなア ンケー トを行 つて くれ る

ことで、 よ り多 くの人が本 を読 も うとす るか もと思 う」 とい う記述 もあ りま した。

図書館 に 自分た ちの読みたい本 が沢山あつてほ しい、とい う子 どもたちの要望 に

対 し、予算やバ ランス も考慮 しなが ら、どのよ うに定期 的かつ継続的に応 えてい く

のか、それ が不読率の低減 に向けた大きな課題 となつています。
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中学生 恋 愛 歴 史 バトル 学 国 スポーツ 料 理

回答者数 419 287 195 164 94 77

高校生 恋 愛 ′` トル 学 国 歴 史 スポーツ

回答者数 230 74 65 60 50
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【 目 標 】

① 子どもに本と接する機会を市内全域で等しく提供 し、読書の楽しさを伝える

② 多様性を考慮し、すべての子どもが読書に親しむための環境の整備・充実

③ 子どもの様々な興味や関心に応えられる図書の充実やサービスの提供

④ 電子図書館の利用促進

⑤ 子どもの読書活動に関する啓発・広報 …清報発信の充実

【 方 策 】

① 職員体制の充実  〔中央図書館〕

中央図書館に、専任の児童サー ビス担当職員を継続 して配置 します。

全ての職員の研修の機会を確保 し、児童資料や読み聞かせ等に関す る幅広い

知識や技能を身につけるなど、児童サー ビスに係 る職員の資質の向上を図 り、

子 ども自身、保護者、子 どもの読書に関わる方が、読書について相談できる

機会を増や します。

②  資料の充実  〔中央図書館〕

子 どもたちの様 々な興味や 関心に応 え られ る図書 を、電子書籍 を含 め、幅広

く選定 。収集 し、 資料の充実 を図 ります。

③ 電子図書館の周知と利用増加  〔中央図書館〕

電子図書館の周知に努め、利用の増加を図ります。

指標 電子図書館 の来館者数 と閲覧件数

(中 央図書館 )

※来館者数 は電子図書館 に ログイ ン した人数。 閲覧件数 は電子図書館 で読む ボタンを押 した件数。

④ 児童書貸出冊数の増加  〔中央図書館〕

児童書貸出冊数の増加を図ります。

指標  児童書貸 出冊数

年  度 現状 (R5) R7年度 R8年度 R9年度 R10年 度 RH年 度

来 館 者 数 45,323 50,000 51,000 52,000 53,000 54,000

閲 覧 件 数 79,297 80,000 81,000 82,000 83,000 84,000

年  度 現状 (R5) R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 Rll年 度

目 標 387,109 388,000 388,000 389,000 389,000 400,000

- 30 -

(中 央図書館 )



第 4章  第五次計画の内容

⑤  団体貸出制度の充実  〔中央図書館〕

学校 。幼稚園・保育所等・放課後児童教室 。読み聞かせ団体・放課後デイケ

ア等、児童福祉団体 。子育て支援団体への団体貸出制度を充実 します。

学校向けに、子 どもたちの興味や関心の高いテーマや ジャンルでまとめたセ

ッ ト本を用意 し、団体貸出を促進 します。

(団 体貸 出セ ッ ト 例 )

。低学年 向け―動物

・ 高学年 向け一環境 。SDGs

20冊

20冊

指標  団体貸 出セ ッ ト数

年  度 現状 (R5) R7年度 R8年度 R9年度 R10年 度 RH年度

目 標  数 0 5 6 7 8 9

(中 央図書館 )

⑥ 子 どもと本 を結ぶための活動  〔中央図書館〕

「ホンスキー」を活用 し、小 さい頃か ら図書館 に慣れ親 しんで もらえるよう、

子 ども向けの催 し 。行事の充実に努めます。

各館でおはな し会等を定期的に行 うほか、絵本作家等外部講師による講演

会やおはな し会を開催 し、本に親 しむ機会を提供 します。

展示 コーナー等を設置 して、地域文化に関す る本及び季節や話題の本を手に

取 りやすいように します。

指標  お はな し会の活動 回数 、参加人数

年  度 現状 (R5) R7年度 R8年度 R9年度 R10年 度 RH年 度

目 標 回 数 201 205 205 210 210 210

目 標 人 数 1,984 2,000 2,000 2,050 2,050 2,050

(中 央図書館 )

指標  お はな し会以外 の子 どもと本 を結ぶための取組

(中 央図書館 )

指標  本 の展示件数

-31-

年  度 現状 (R5) R7年度 R8年度 R9年 度 R10年 度 RH年度

目 標 件 数 9 10 11 12 13 14

年  度 現状 (R5) R7年度 R8年度 R9年度 R10年 度 RH年 度

目 標 420 420 420 430 430 430

(中 央図書館 )



第 4章  第二次計画の内容

⑦ 子 どもの読書に関する講座 1研修会・連絡会の実施  〔中央図書館〕

読み聞かせボランティアの養成・育成を行います。

子 どもの読書に関わる団体に向けた講座・研修会を定期的に開催 し、おはな

し会等の技術向上 と、知識の習得を支援 します。

交流会を開催 し、意見交換・情報交換や連携協力が進むよ う支援 します。

③  自動車図書館の巡回  〔中央図書館〕

全域サー ビスを継統 して行 うため、3台 の自動車図書館の安全運行に努めま

す。また、必要に応 じてステーションの見直 しや新規募集 を行います。

③ 乳幼児へのサー ビス  〔中央図書館〕

乳幼児向け行事の開催や、親子で気兼ねなく利用できる環境整備に努めま

す。中央図書館で、毎月 2回設けている 「乳Υ必力児の 日」を継続 して行い、周

知に努 めます。

ちいさい子のためのおはなし会

⑩  ブックスター ト事業の実施

〔こども家庭課〕〔保育幼稚園課〕〔生涯学習課〕〔中央図書館〕

関係各課 と連携 してブ ックスター ト事業を継続 して実施 します。そのフォロ

ーアップ として、ブ ックスター トで本́に興味を持った子 どもたちが継続 して本

に親しめるように、成長段階に応じたブックリストを発行します。健診会場に

一緒 に来場 した兄弟姉妹 に対 して も、読書活動 を促す機会 と します。

①  中高生へのサー ビス   〔中央図書館〕

子 どもたちへのアンケー トを実施す るなど、ニーズの把握 を行 うとともに、

読みたい本を容易に探 し出せるような図書の配置に努めます。

図書館内や図書館ホームページ「ティーンズのページ」等で情報発信 を行い、

ヤングアダル トコーナーの利用促進に向けて PRに努めます。

職場体験学習を積極的に受け入れ、図書館の仕事を体験す ることで、本や図

書館に親 しんでもらえるよう努めます。

- 32 -



第 4章  第二次計画の内容

⑫  多様 な子 どもたちへのサー ビス   〔中央図書館〕

障がいのあ る子 どもたちのため、バ リア フ リー絵本 (点 宇絵本 。布絵本 。

さわ る絵本等 )、 LLブ ック、大活宇児童書等、多様 な障害 に配慮 した資料の収

集・ 充実に努 め、読書 に親 しむ環境 づ く りを支援 します。 また、ボランテ ィア

団体 に よる点字絵本 。布絵本 の作成や修理等 を進 め、貸 出 しに努 めます。

日本語 を母語 と しない子 どもや帰 国児童等のため、読書活動 を通 して母 国や

日本 の言語 。文化 を理解 で きるよ う、資料収集 に努 め提供方法 を工夫 します。

また、「英語 でおはな し会」 を定期的 に開催 し、 日本語以外 を母語 とす る子

どもたち、 日本語 を母語 とす る子 どもたち双方 に、多文化 。多言語 にふれ る機

会 を提供 します。

関係機 関 との連携 を深 め、多様 な子 どもたちが気兼ねな く図書館 を利用 で き

るよ うな支援等 を検討 します。 中央図書館 では、「多様 な子 どもたちの 日」 を

設 けることを検討 します。

① 広報活動 日情報提供  〔中央図書館〕

図書館ホームページや 「としょかんだより」、「広報いわくに」、校務支援 シ

ステム、マスコミ等を活用 し、情報提供を行います。

おすすめ本の情報提供を増や し、子 ども向けホームページの内容を充実す る

等、子 どもたちが読書に興味を持ち、図書館を身近に感 じてもらうための情報

発信を行 うよ う努めます。

子 ども読書の 日・1か らは じまるこどもの読書週間
Ⅲ2 等 に、子 どもが読書活動

を行 う意欲 が高 まるよ う、普及啓発 を行 います。

指標  図書館 についての掲載媒体件数

※ 同 一媒 体 で も行 事 が違 えば カ ウン トし、 同一行 事 で も媒 体 が連 えばカ ウン ト。  (中 央 図 書 館 )

・ !子
ども読書の 日 :4月 23日 。 子 どもの読書活動推進 に関す る法律 において、国民の間 に広 く子 どもの読書

活動 についての関心 と理解 を深 める とともに、子 どもが積極 的 に読蕃活動 を行 う意欲 を高めるために定め ら
れ ま した。
42こ

どもの読書週間 :(公 社)読 書推進運動協議会が、毎年 4月 23日 か ら 5月 12日 までを 「こどもの読書週
間 Jと 定めて、子 どもの読書活動の普及・ 啓発 を図 つています。

33 -

年  度 現状 (R5) R7年度 R8年度 R9年度 R10年 度 R■ 年度

目 標 157 160 160 170 170 170



第 4章  第五次計画の内容

2 連携 のた めの施策

本計画 の推進 に当た つては、地域社会全体での取組 が不可欠 であ り、子 どもに関わ

る施設 、団体 、子 どもを取 り巻 くすべての大人た ちが、情報交換・ 意 見交換 を密 にす

ることで理解 し、連携協力す ることが必要です。

【 目 標 】

家庭 。地域・学校 。図書館・行政が連携協力 し、子 どもの読書環境の整備 を図

ります。

【 方 策 】

① 小学校 日中学校 日高校図書館部会と学校教育課、図書館を交えた連絡会・研

修等を実施し、相互の情報交換と技術向上を図ります。

② 連携をスムーズにするため、図書館サー ビス内容を網羅 した「岩国市図書館

サー ビスハン ドブック」を「幼稚園・保育所向け」、「小学校向け」、「中学校向

け」「高校向け」に作成 し、配布 します。図書館のサー ビス内容は、常に見

直 しを行います。

③ ブックスター ト事業等、発達段階に応した読喜活動について、関係各課による

情報共有と連携協力のネットワークを確立します。

④ 子どもの読書に関わる様々な行事や、研修会等の共同開催を検討します。

⑤ 子どもの読書活動に関わるボランティア ロ民間団体 B書 店・ PTA等 との協

働を図り、協力体制を強化していきます。

⑥ 子どもの読書活動に関わるすべての関係機関・関係団体が読書活動の推進を

図り、情報を共有するためのネットワークづくりに取り組みます。

当 田市 H●苗 ,―ピス,'

hl∬ぷri ′ ヽ ti

IヽⅢ
!洋

｀`F「
I

岩 国市サー ビスハ ン ドブ ック
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第 5章 計画の実現のために

本計画に掲げられた各種施策を実現 し、すべての子 どもたちが、いつでも本や必要な情

報を手にすることができるような環境を整備す るためには、子 どもに関わるすべての大人

が協力 して取 り組む必要があ ります。そのために、次のことを実施 します。

1 本計画 に関わ る関係 団体等が 、情報交換 を行 い、計画 を有効に実現 し

てい くた めの総合的な推進体制 を整備 します。

本計画 の方策 に定めた数値 目標 をも とに、定期的 に関係 部署が集 ま り

検証 し、見直 しを行 います。

子 どもの本や読書に関す る情報 を、広報やイ ンターネ ッ ト、ブ ック リ

ス ト等 、様 々な手段 で発信 してい きます。

本計画 に示 した各種施策 を実現 してい くため、必 要 な財政上の措置 を

講ず るよ う努 めます。

2

3

4
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資  料  編



資料編 1 子 どもと読書に関す るアンケー ト調査について

調査の概要

0調査の 目的
「岩国市子 どもの読書活動推進計画 (第 二次 )」 の策定す るにあた り、子 どもの

読書活動の実態 と率直な意見を把握 し、今後の読書活動推進の方策につなげるた

め。

0調査期 間

令和 6年 9月 上旬か ら中旬

0調査対象

市内小学生 。中学生 。高校生

0調査方法       ′

市内小学校 。中学僚、高校に協力を依頼し、Webで専用フォームからアンケー ト

に回答してもらうか、アンケー ト用紙を耶布 し回収した。・

●回答数

小学生

中学生

高校 生

3,745人

2,129人

9H人

計   6,785人

調査の結果 ※本アンケー トで問 う「本」には、ヤンガや電子書籍も含みます。

Ql あなたの学年を教えてください。

生

1年 584
2年 533

3年 668
4年 465

5年 740

6年 755

計 3,745

1年 748

2年 725

3年 656

計 2=129

1年 400
2年 301

3年 210

計 911
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Q2あなたは1週間のうち、どのくらい本を読みますか(朝読、授業で読む本はのぞく)。

<小学生>

1 2年

3,4年

5,6年

日1 ほぼ毎日読む  田23～ 5日 読む

B4ほ とんど読まない■5その他

(人 )

■1 ほぼ毎日読む  日23～ 5日 読む

■4ほとんど読まない日5その他

※「その他」の内訳

全く読まない、読みたい本があつた

ときに読む、1か月に1回読むかどう

か など

H31～ 2日 読む

日3.1～ 2日 読む

日6無回答

く中高生>

中学生

1.2年 3.4年 5.6年
1.ほぼ毎日読む 309 250 282

2.3～ 5日読む 230 207 239

3.1～ 2日読む 234 298 361

4.ほとんど読まない 335 357 594

5。 その他 8 21 19

6.無回答 1 0 0

1,4951,117 11133

剛 廟 廟 醐

朋 団 B朗レI鍋

國団 団

中学生計 高校生計

1.ほぼ毎日読む 336 97

2.3～ 5日読む 319 79

3.1～ 2日 読む 404 170

4.ほとんど読まない 1,048 559

5。 その他 22 6

2,129 911

団 □岡 団 F朗

翻醐 □中高校生
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1.2年 3.4年 5.6年
1.家や教室にある本を読む 689 589 763

2.学校の図書室に行く 457 295 348

3.近くの図書館に行く 130 127 128

4.友だちにかりる 31 9 13

5.買う、買つてもらう 65 29 80

6.スマホやタブレットで読む 75 54 161

7.その他 12 34 37

8.無回答 3 0 0

1,162 1,137 11530

Q3本を読みたいとき、どのように入手することが多いですか?

く小学生>※複数回答あり

1.2年

3,4年

5,6年

く中高生>

中学生

高校生

日1.家や教室にある本を読む■2学校の図書室に行く

■4友だちにかりる     ■,買う、買つてもらう

■7その他        ■8無回答

日3近くの図書館に行く

■6.スマホやタブレットで読む

「その他」の内訳

読まない、読みたいと思わない

など

(人 )

■1 家や教室にある本を読む H2学 校の図書室に行く

■4友だちにかりる     日5 買う、買つてもらう

■7その他

■3近くの図書館に行く

■6スマホやタブレットで読む

財 醒

躍 瓢 中

囲 周

中学生計 高校生計

1.家や教室にある本を読む 616 152

2.学校の図書室に行く 213 75

3.近くの図書館に行く 187 63

4.友だちにかりる 36 18

5.買う、買ってもらう 770 398

6.スマホやタブレットで読む 273 201

7.その他 34 4

21129 911

靭 剛中 中

囲 胞中 中
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1.2年 3.4年 5,6年

1.紙の本を読む方が多い 1:108 979 1,218

154 2772.スマホやタブレットで読む方が多い 2

7 0 03.無回答
1,117 1,133 1,495

く小学生>

1.2年

3,4年

5,6年

く中高生>

中学生

高校生

Q4読 書の傾向を教えてください。

■珂.紙の本を読む方が多い  日2.スマホやタブレットで読む方が多い

■1.紙の本を読むことが多い。 ■2スマホやタブレットで読むことが多い。 ■3.無回答

朗

囲醐

剛 國

中学生計 高検生計

5961.紙の本を読む方が多い 1,648

481 3152.スマホやタブレットで読む方が多い

9112,129

賜囲

団 國
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Q5「岩国市電子図書館」を利用したことがありますか?

<小学生>

1.2年

3,4年

5,6年

日1,ある ■2.ない ■3.「岩国市電子図書館」を知らない 日4.無回答

<中高生>

中学生

高校生

■司 ある 日2.ない ■3「岩国市電子図書館」を知らない

1.2年 3.4年 5.6年
1.ある 216 304 496

2.ない 376 236 311

3.r岩国市電子図書館」を失日らない 523 593 688

4.無回答 2 0 0

1,117 1:133 1,495

躍団 翻

剛硼 朗

硼剛 団

中学生計 高校生計

1,ある 268 40

2.ない 575 330

3.「岩国市電子図書館Jを失田らない 1,286 541

2,129 911

団 勘 臨 0%

囲切 隅 %
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Q6(小学生のみ)あなたはどんな本を読むのが好きですか。または、

どんな本 ん で い と い か 述 )

Q6(中 高生のみ)どのようなジャンルの図書に興味日関心が高いですか?

【回答数が多かつたジヤンルを抜粋】

雑  誌 中学生 ファッション スポーツ コスメ アニメ

回答者数 378 216 132 76 (人 )

他 :ゲーム、漫画、音楽、芸能 (ア イドルなど)、 小説 など

高校生 スポーツ フアッション コスメ

回答者数 193 144 75 (人 )

他 :アニメ、ゲーム、漫画、音楽、芸能 (ア イドルなど)、 小説 など

コミック

他 :アニメ、ファンタジー、ギャグ、コメディ など

(人 )

他 :ギャグ・コメディ、ファンタジーなど

図  書

(人 )

他 :資格、ホラー、マンガ など

(人 )
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<1.2年 >
こわいはなし、クイズ、めいろ、キャラクターのほん、ものがたり、まんが、

ずかんなど

<3,4年 >
マンガ、ものがたり日小説、怖い話、図鑑、伝記、「サバイバル」シリーズ、

「どっちがつよい」シリーズなど

<5,6年 >
小説日物語 (ミ ステリー、冒険、恋愛など)、 マンガ、伝記、歴史、動物～怖い話、

クイズロゲーム、アニメのマンガや小説 など

【※回答から抜粋】

中学生 恋愛 歴 史 ′` トル 学 国 スポーッ 料 理

回答者数 419 287 195 164 94 77

高校生 恋 愛 ′` トル 学 四 歴 史 スポーツ

回答者数 230 74 65 60 50

中学生 llヽ説 (推理・恋愛・ミステリーなど) 音 楽 スポーツ

回答者数 624 289 39

高校生 小説 (推理・恋愛・ミステリーなど) 音 楽 資格

回答者数 398 64 23

他 :スポーツ、旅行 など

(人 )



Q7(中 高生のみ)その他、ご意見等がありましたらご自由にご記入ください。

<中 学生>
・もっと、推理小説やホチ などの本を出してほしい。
・あんまり本を読まないからわからないけど、怖い話は好き。
・アニメ系の小説をもっと取り入れてほしい。
・小説は神。
・イニシヤルdがあつてほしい。
・青い鳥文庫をいつばい入れてほしい。                  ′

・ゲーム系の小説が読みたい。
・デジタルになったのは、画期的ですごいと思う。
・バスケ日本代表とかNBAの本を出してほしい。
・ブルーロックをおいてほしい。
・私が好きなのは漫画。
・図書館にもつと漫画を置いてほしい。
・漫画を増やしてほしいです
。電子図書にライトノベルを置いてほしい。
・電子図書館がよくわからない。
・電子図書館は使いやすかつた。
・美和町にフタバ図書系列の図書館がほしい。
・家の近くに囲暮館みたいなのがほしい。
・文庫別、作者別の索引がほしい。
日本の場所がわからない。
・本の数を増やしてほしい。
。もつと本を増やしてもらい、趣味を広げたい。
・読みたい雑誌が中央図書館にないので、もつと雑誌の種類を増やしてほしい
。新しい本をどんどん入荷してほしい
・おすすめの物語つてなんですか?できれば映画化されて有名な物語をお願いしたい。
・読書の魅力が全くわからない。
・日頃本を読まないが、このアンケートでもっと本を読んでいろんな知識、想像力、発想力を伸ばしていきたいと思つた。
また、このようなアンケートを行つてくれることで、より多くの人が本を読もうとするかもと思う。

<高機生>                                ―

・オペラが少ない。入手しにくい。1冊の値段が高い。
・ホラー小説で、「身の毛が立つ」本の題名にはいている本が好きなので、そういつた本が増えたらいい。
・電子図書館の本を増やしてほしい。予約や待ち時間がないよ引こはできないだろうか。
・気軽に欲しい本の位置や有無を調べられるようにしてほしい。
日紙を無くさないでほしい。
・カフ章 ど飲食ができる場所があるといいと思う。
・図書館の自習室や図書館自体を増やしてほしい。
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中央図書館 岩国市南岩国町四丁目52番 1号 TEL31-0046

中央図書館麻里布分室 岩国市麻里布町七丁目1番 2号 TEL22-5845

岩国図書館 (臨時窓日)
岩国市岩国二丁 目17番 17号
岩国市西郵使局内 1階 TEと41-0880

由宇図書館 岩国市由宇町中央二丁目1番 15号 TEL63-5117

玖珂図書館 岩国市玖珂町4933番地 2 TEL82-4444

周東図書館 岩国市周東町下久原1201番地 1 TEL84-1765

錦図書館 岩国市錦町広瀬6487番地 4 TEL72-2246

美和図書館 岩国市美和町渋前1751番地 TEL95-0005

本郷ふるさと交流館 (サービスポイント) 岩国市本郷町本郷2082番地 1 TEL75-2056

美川コミュニティセンター (サービスポイント) 岩国市美川町四馬神1057番 地 TEL76-0211

資料編 2  本 と出会える場所

0図書館・サービスポイント

*このほか、 3台の自動車図書館が市内全域を運行 しています。
(中央図書館発21ス テーション、周東図書館発25ス テーション)

0児童館、地域文庫、家庭文庫等

*地域文庫の電話はありません。中央図書館へお問い合わせください。 (TEL31-0046)

0その他

※子どもたちが、地域の中で本と出会 うことができる場所です。
この他、幼稚園、保育所、小学校、中学校、高等学校、放課後児童教室、教育支援教室等で日常的
に本と出会 うことができます。

玖珂こどもの館 岩国市玖珂町5330番地 TEL82-5446

こども館 岩国市桂町二丁目6番 1号 TEL24-0888

しゅうとう児童館 岩国市周東町下久原 1169番地 1 TEL84-0112

わかば児童館 岩国市周東町上久原1075番 地 2 TEL84-4456

美川コミュニティセンター図書コサー (美川コミュニティセンター内) 岩国市美川町四馬神1057番 地 TEL76-0211

本郷図書室 (本郷ふるさと交流館内) 岩国市本郷町本郷2082番地 1 TEL75-2056

川下くすのき文庫 (寿供用会館) 岩国市川下町一丁目1番28号

ひがし文庫 (働 く婦人の家) 岩国市昭和町一丁目12番16号

文庫 「そらいろのお うち」 岩国市尾津町二丁目44番22号 (長光宅) TEL31-0533

まつたけ文庫 岩国市美和町渋前1337番地 (松 田歯科医院) TEL95-0118

岩国市保健センター 岩国市室の本三丁目1番 11号 TEL24-3751

岩国市科学センター 岩国市麻里布町六丁目14番25号 TEL22-0122

岩国学校教育資料館 岩国市岩国三丁目1番 8号 TEL41-0540
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2000

2001

2002

資料編 3 子 どもの読書をめぐる動き

市 内

(平成 12年 )

(平成 13年 )

(平成14年 ) 文部科学省 「子どもの読書活動推進
モデル事業」 (岩国市図書館)～2003

国・県

子ども読書年
「子どもの読書活動の推進に関する法
律」公布
子どもの読書活動の推進に関する基本的
な計画策定

学校図書館図書整備 5か年計画 (2002～
2006)

学校図書館法改正により12学級以上の学
校への司書教諭配置の義務化

山口県子ども読書活動推進計画策定

文字・活字文化振興法公布・施行
教育基本法改正

学校教育法等教育関連 3法改正

文部科学省 「子どもの読書サポーターズ
会議」～2009
子どもの読書活動の推進に関する基本的
な計画 (第二次計画)策定

山口県子ども読書活動推進計画 (第 2次
計画)策定
国民読書年

図書館の設置及び運営上の望ましい基準
の改正

子どもの読書活動の推進に関する基本的
な計画 (第二次計画)策定
山口県子ども読書活動推進計画 (第 3次
計画)策定
学校図書館法の一部を改正する法律施行

新学校図書館図書整備 5か年計画
学習指導要領等の改訂 (幼稚園・小学
校・中学校)※段階をおいて実施
子どもの読書活動の推進に関する基本的
な計画 (第四次計画)策定
山口県子ども読書活動推進計画 (第 4次
計画)策定

■子ごもあ読薯ヽ活動の推進に関チる盛木蘭
な計画 (第五次計画)策定
山口県子ども読書活動推進計画 (第 5次

1計画)策定

2003(平成 15年 )

2004(平成 16年 )

2005 (平成 17年 )

2006 (日酪万鬼18と手)

2007(平成 19年 )

文部科学省 「読書活動優秀実践図書
館」表彰 (岩国市中央図書館 )

岩国市子どもの読書活動推進計画策
定
支部科学省 「生きる力をはぐくむ読
書活動推進事業」 (指定校 :岩国小
学校・岩国中学校)～2005

岩国地区 8市町村合併
国民文化祭やまぐち全国こどもブッ
クフェスタ (玖珂町)

文都科学省 「読書活動優秀実践図書
館」表彰 (玖珂図書館 )

岩国市教育基本計画策定 ooo7-2011)

2008 (平成 20年 )

2009(平成21年 )|

12010(平成22年 )

(平成23年 )

(平成24年 )

2013(平成25年 )

2014(平成26年 )

12015(平成27年 )

12017(平成29年 )

2018(平成30年 )

文部科学省 「青少年のためのオー
サー・ ビジット事業」 (岩国市図書
館)

岩国市子どもの読書活動推進計画
(第二次)策定

岩国市ブックスター ト事業を開始
「家読 (う ちどく)キヤンペーン」
を実施 (岩国市図書館)

岩国市教育基本計画策定 (2012-201つ

中央図書館開館20周年

岩国市子どもの読書活動推進計画
(第二次)策定

山口県立山口図書館主催 「子ども読
書ネットワークフォーラムin岩国」

薯箇竿家善曇菜筆き策定oo憾 -202か
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令

31

2 岩国市子どもの読書活動推進計画
(第四次)策定

を画帝叛育墓禾訂面策定 いう3二死あ

中央図書館開館30周年

岩国市子どもの読書活動推進計画

令和 6年

|(第二次)策定
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資料編 4 子 どもの読書活動の推進に関する法律

【平成 13年 12月 12日 法律第 154号】

(目 的)

第一条 この法律は、子どもの読書活動の推進に関し、基本理念を定め、並びに国及び地方公共団体

の責務等を明らかにするとともに、子どもの読書活動の推進に関する必要な事項を定めることによ

り、子どもの読書活動の推進に関する施策を総合的かつ計画的に推進 し、もつて子どもの健やかな

成長に資することを目的とする。

(基本理念 )

第二条 子ども (おおむね十人歳以下の者をいう。以下同じ。)の読書活動は、子どもが、言葉を学

び、感性を磨き、表現力を高め、創造力を豊かなものにし、人生をより深 く生きる力を身に付けて

いく上で欠くことのできないものであることにかんがみ、すべての子どもがあらゆる機会とあらゆ

る場所において自主的に読書活動を行 うことができるよう、積極的にそのための環境の整備が推進

されなければならない。

(国 の責務 )

第二条 国は、前条の基本理念 (以 下 「基本理念」という。)にのっとり、子どもの読書活動の推進

に関する施策を総合的に策定し、及び実施する責務を有する。

(地方公共団体の責務)

第四条 地方公共団体は、基本理念にのっとり、国との連携を図りつつ、その地域の実情を踏まえ、

子どもの読書活動の推進に関する施策を策定し、及び実施する責務を有する。

(事業者の努力)

第二条 事業者は、その事業活動を行 うに当たつては、基本理念にのっとり、子どもの読書活動が推

進されるよう、子どもの健やかな成長に資する書籍等の提供に努めるものとする。

(保護者の役割)

第六条 父母その他の保護者は、子どもの読書活動の機会の充実及び読書活動の習慣化に積極的な役

割を果たすものとする。

(関係機関等との連携強化)

第七条 国及び地方公共団体は、子どもの読書活動の推進に関する施策が円滑に実施されるよう、学

校、図書館その他の関係機関及び民間団体との連携の強化その他必要な体制の整備に努めるものと

する。

(子 ども読書活動推進基本計画)

第人条 政府は、子どもの読書活動の推進に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るため、子ど

もの読書活動の推進に関する基本的な計画 (以下「子ども読書活動推進基本計画」という志)を策

定しなければならない。

2 政府は、子ども読書活動推進基本計画を策定したときは、遅滞なく、これを国会に報告するとと

もに、公表しなければならない。

3 前項の規定は、子ども読書活動推進基本計画の変更について準用する。

(都道府県子ども読書活動推進計画等)

第九条 都道府県は、子ども読書活動推進基本計画を基本とするとともに、当該都道府県における子

どもの読書活動の推進の状況等を踏まえ、当該都道府県における子どもの読書活動の推進に関する

施策についての計画 (以 下「都道府県子ども読書活動推進計画」という。)を策定するよう努めな
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ければならない。

2 市町村は、子ども読書活動推進基本計画 (都道府県子 ども読書活動推進計画が策定されていると

きは、子ども読書活動推進基本計画及び都道府県子 ども読書活動推進計画)を基本とするとともに、
当該市町村における子どもの読書活動の推進の状況等を踏まえ、当該市町村における子どもの読書
活動の推進に関する施策についての計画 (以下「市町村子ども読書活動推進計画」という。)を策
定するよう努めなければならない。

3 都道府県又は市町村は、都道府県子 ども読書活動推進計画又は市町村子ども読書活動推進計画を

策定 したときは、これを公表 しなければならない。
4 前項の規定は、都道府県子ども読書活動推進計画又は市町村子ども読書活動推進計画の変更につ

いて準用する。

(子 ども読書の日)

第十条 国民の間に広く子どもの読書活動についての関心と理解を深めるとともに、子どもが積極的
に読書活動を行う意欲を高めるため、子ども読書の日を設ける。

2 子ども読書の日は、四月二十二日とする。

3 国及び地方公共団体は、子ども読書の日の趣旨にふさわしい事業を実施するよう努めなければな
らない。

(財政上の措置等)

第十一条 国及び地方公共団体は、子どもの読書活動の推進に関する施策を実施するため必要な財政
上の措置その他の措置を講ずるよう努めるものとする。

附 則

この法律は、公布の日から施行する。

O 衆議院文部科学委員会における附帯決議

政府は、本法施行に当たり、次の事項について配慮すべきである。

本法は、子どもの自主的な読書活動が推進されるよう必要な施策を講じて環境を整備 していくも
のであり、行政が不当に干渉することのないようにすること。

民意を反映し、子ども読書活動推進基本計画を速やかに策定し、子どもの読書活動の推進に関す
る施策の確立とその具体化に努めること。

子どもがあらゆる機会とあらゆる場所において、本と親 しみ、本を楽しむことができる環境づく
りのため、学校図書館、公共図書館等の整備充実に努めること。

四 学校図書館、公共図書館等が図書を購入するに当たっては、その自主性を尊重すること。

王 子どもの健やかな成長に資する書籍等については、事業者がそれぞれの自主的判断に基づき提供
に努めるようにすること。

六 国及び地方公共団体が実施する子 ども読書の日の趣旨にふさわしい事業べの子どもの参加につい

ては、その自主性を尊重すること。
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資料編 5 岩国市子 どもの読書活動推進計画策定のための意見を聴 く会開催要綱

(趣 旨)

第 1条  この要綱は、子 どもの読書活動の推進に関す る法律 (平成 13年法律第 154号 )第

9条第 2項 の規定に基づき、本市における子 どもの読書活動の推進 に関す る施策につい

ての計画を策定 し、又は変更す るに当た り、幅広い分野の意見を聴 くため、岩国市子 ど

もの読書活動推進計画策定のための意見を聴 く会 (以 下「意見を聴 く会」とい う。)を 開

催す ることに関 し必要な事項を定めるもの とす る。

(意 見を聴 く事項 )

第 2条  意見を聴 く会において意見を聴 く事項は、次の とお りとす る。

(1)岩国市子 どもの読書活動推進計画 (以 下「計画」とい う。)の 策定及び変更に関す る

こと。

12)計画の点検及び評価に関すること。

13)前 2号に掲げるもののほか、計画に関す ること。

(構成 )

第 3条  意見を聴 く会は、参加者 20人以内をもつて構成す る。

2 教育委員会は、次に掲げる者の うちか ら、意見を聴 く会への参加 を求めるもの とす る。

(1)図 書館関係者

12)読書活動関係者

13)学校教育関係者

像)子 育て支援関係者

脩)関 係行政機 関の職員

16)学識経験者

17)前各号に掲げる者のほか、教育委員会が特に必要があると認める者

(運営 )

第 4条  意見を聴 く会の会議 (以 下「会議」とい う。)は必要に応 じて開催 し、会議の進行

は中央図書館長が行 うもの とす る。

2 教育委員会は、必要があると認 めるときは、会議に参加者以外の関係者の出席 を求め、

意見若 しくは説明を聴 き、又は資料の提出を求めることができる。

(庶務 )

第 5条  意見を聴 く会の庶務は、中央図書館 において処理す る。

(そ の他 )

第 6条  この要綱 に定めるもののほか、必要な事項は、教育委員会が定める。

附 則

この要綱は、令和 6年 4月 1日 か ら施行す る。
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(→ 岩国市子どもの読書活動推進計画策定のための意見を聴く会委員名簿

12)開催状況

資料編 7 岩国市子どもの読書活動推進計画の関係部課

区   分 所属・役職等 氏   名

図書館関係者 中央図書館 館長 山本 圭子

図書館関係者 中央図書館 次長 光井 恭子

読書活動関係者 ス トー リーテリング相相 上田 留美子

読書活動関係者 川下くすのき文庫 会長 舘 澄子

学校関係者 岩国市立小瀬小学校 校長 原田 康子

学校関係者 岩国市立岩国西中学校 校長 山本 貴之

学校関係者 山口県立岩国総合高等学校 教諭 有馬 理恵子

学校関係者 山口県立岩国総合支援学校 教諭 森政 友紀子

学校関係者 岩国市 PTA連合会 会長 安堂 卓也

子育て支援関係者 岩国市社会福祉協議会 由宇支部長 阿部 洋二朗

関係行政機関の職員 学校教育課 指導室主任 中島 慎介

関係行政機関の職員 生涯学習課 生涯学習班長 藤中 朗子

関係行政機関の職員 こども家庭課 政策班長 村中 伸子

関係行政機関の職員 保育幼稚園課 放課後保育班長 松本 敬一

関係行政機関の職員 教育センター 所長 植田 明男

学識経験者 岩国短期大学 中村 洋子

回 日 程 会 議 概 要

第 1回 令和 6年 7月 26日 (金 )
四次計画に基づく実績報告 (検証 。課題)

五次計画の基本的方針案・アンケー ト案協議

第 2回 令和 6年 11月 22日 (金 )
アンケー ト結果分析
原案についての協議

第 3回 令和 7年 2月 14日 (金 ) パブリックコメントを踏まえての最終協議

部局名 課 名 電話番号 FAX番 号

福祉部
こども家庭課 (0827)29-5078 (0827)22-1261

保育幼稚園課 (0827)29-5077 (0827)22-1261

教育委員会

学校教育課 (0827)29-5203 (0827)21-3456

生涯学習課 (0827)29-5210 (0827)21-3456

教育センター (0827)43-0901 (0827)43-0902

中央図書館 (0827)31-0046 (0827)32-4646
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